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文 部科学省で は 平成 1 4 年度か ら理 科教育 の 充実 を 図 る た め の 施策 と して ｢サ イ エ ン ス ･ パ ー

ト ナ
- シ ッ プ ･

プ ロ グラ ム｣ (通称 s p p 事業､ 平成 1 8 年度 よ り ｢サ イ エ ンス ･ パ ー

トナ
ー

シ ッ プ ･ プ ロ ジ ェ ク ト｣ と名称変更)

を実施 して い る｡ 三 重大学教育学部理 科教育講座で は ､ 平成 1 6- 1 8 年度 の S P P 事 業 と し て 三 重県内 の 中学校 と

連携 しな が ら 中学 生 を 対象 と した 教育連携講座を実施 した｡ 理 科教育講座に所属す る各分野 の 教員が講師 とな り ､

大学 の 研究室 を活用 して 中学校理科 の 授業内容に結び つ い た実験 を体験 して も ら い ､ 中学生 に理 科に 対す る学習

意欲や関心 を 高め て も らう こ と を目的 と した ｡ 初年度 の 実施以来､ 実験 テ ー マ の 選 定, 連携先の 中学校, お よび

実施方法に つ い て 検討 を加え なが ら ､ 中大連携に よ る科学啓発活動 と して 教育効果の あ る実施形態 につ い て 探っ た ｡

キ
ー

ワ
ー ド: s p p 事業 ､ 理 科教育､ 中大連携､ 科学啓発活動

は じめに

平成 14 年度より文部科学省は科学技術 ･ 理科教育の

充実を図るため に, ｢ 科学技術
･ 理科大好きプラン｣ を

実施し て い る
-)

｡ こ れ は ､ 児 童生徒の 科学技術 ･ 理科に

対する関J L を高め､ 学習意欲の 向上を図り､ 創造性､ 知

的好奇心､ 探究心を育成する こ とを目指 して い る｡ こ れ

ら の 施策には､ ｢ 理 科好 きな子どもの 裾野 を拡大する｣ ,

お よび ｢ 理科が得意な子 ども の個性や能力を伸長する｣

と い う目的が ある｡

｢ 科学技術
･ 理科大好 きプラン｣ に基づ き行われ て い

る事業の
一

つ が ｢ サ イ エ ン ス
･ パ ー トナ ー

シ ッ プ
･ プロ

グラム｣ ( 通称 s p p 事業) で ある｡ これ は 1 8 年度より ｢ サ

イ エ ン ス
･ パ ー トナ ー

シ ッ プ ･ プ ロ ジ ェ ク ト｣ と名称が

変更され た ｡ S P P は ｢ 大学､ 研究機関等と学校の 連携に

より, 児童生徒の 科学技術
･

理科, 数学に関する興味
･

関心と知的探究心等を
一

層高め る機会を充実するために

実施する｣ も の で あり､

①学校が主体となり大学等の 研究者等を招碑して学習活

動を行う ｢ 招聴講座｣

②大学が主体となり学校 と連携して 学習活動を行う ｢ 連

携講座｣

③教育委員会や大学が主体 となり教員研修を行う ｢ 教員

研修｣

の 3 つ の 事業が行われ て い る｡

三 重大学教育学部理科教育講座で は s p p 事業が実施

され る以前か ら､ 小中学生を対象とした科学啓発活動を

行 っ て きたが , こ れ ら の活動の
一

部 は S P P 事業 の ｢ 教

育連携講座｣ とそ の ね ら い が
一

致する｡ そ こ で平成 1 6

*

三 重大学教育学部理科教育講座
* *

三 重中京大学短期大学

年度からは科学啓発活動の
一

環 とし て ､ 三重県内の中学

校と連携し ｢ 教育連携講座｣ に取り組ん で い る｡ こ の試

みは三 重大学で は初め て の S P P 事業 で あ り､ ま た , 三

重県内で は最初の ｢ 教育連携講座｣ で もあ っ た｡ こ こ で

は ､ 平成 1 6 - 1 8 年度 の 過去 3 年間 にわ た り実施 して

きた S P P ｢ 教育連携講座｣ の 実践の 状況 と課題に つ い て

報告する ｡

S P P 事業の 実施概要

平成 16 か ら 1 8 年度 に行 っ た S P P 教育連携講座 に つ

い て ま とめた もの が表 1 で あ る｡ 理科教育講座の 各分

野の 教員が講師とし て参画 し､ 中学生に理科の 各分野に

つ い て 体験学習して もらう ことを主眼として い る｡ そ の

ため ､ 講座の 名称が画
一

的 なも の とな らざる を得ず ､ 名

称か ら実施内容 を つ かみ にく い か もしれ な い ｡ 平成 16 ,

1 7 年度 で は , 連携先の学校とし て三 重大学が平成 1 5 年

に ｢ 相互友好協力協定｣ を締結した亀山市の 中学校とし

た ｡ 後述するよう に, 平成 1 8 年度から s p p の 実施計画

の 中で 事前事後指導 を取 り入 れ る こ とが申請項目に加

わ っ た こ とと､ 三重大学教育学部が近隣の 津市
一

身田学

校区 と地域連携を進める方針か ら､ 連携先を こ の 学校区

の 中学校に変更した｡ 年度毎の 取り組み概要と課題は以

下の よ う で ある｡

1 . 平成 1 6 年度
2)

こ の 講座で は , 理 科教育講座の 教員 5 名が担当講師

とな っ て 毎月 1 回 理科 の 実験授業を 3 0 名 の 生徒を対象

に行う も の と し､ 計 5 回 の 理科 の 実験授業を実施 した ｡

連携校は ､ 亀 山中部中学校 ､ 亀山中学校及び関中学校の

3 校 で ある｡ 各中学校から 1 名 の 理科教員が連携校の 引

率指導教員とな っ た ｡ 参加生徒は基本的には各校 10 名
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後藤太
一

郎 ･ 本 田 裕
･ 新居淳 二 ･ 荻原 彰

･

伊藤信成 ･ 西岡正泰

表 1 . S PP 教育連携講座の概要

年度 平成 1 6 年度 平成 1 7 年度 平成 1 8 年度

連 携 校 亀 山市立亀 山中学校､ 亀 山 中部中学校､ 間中学校 津市立
一

身田 中学校

講 座 名 称 探求 - 中学 生科学教室 ジ ュ ニ ア . サ イ エ ン ス in シ
ー

サ イ ド . キャ ンパ ス

受 講 生 徒 選択理科受講生､ お よび科学 ク ラ ブ部員 ( 1 - 3 年生) の 希望者 3 0 名 選択理 科受講生 ( 2 年生) 2 4 名

実 施 形 態
毎 月 ( 第3 土 曜 日 の 午前中) 1 Ld の

実験 ( 計 5 回)

夏期休 暇中 ( 1 泊2 日) iこ6 つ の 実 5 つ の グル ー プに 分 かれ て ､ 夏期休

験 ､ 他iこ土 曜日 ( 1 日) に 2 つ の 実 暇 中 ( 3 日間 連続) に実験 , お よび

験 発表資料 の 作成

担 当講師数 5 名 7 名 5 名

補助学牛数 毎 回 4 名 (延 べ 2 0 名) 毎回 4 名 (延べ 32 名) 各グル ー プ 1 名 (延 べ 5 名)

と し て調整を して もら っ た ｡ 学年を特に指定しなか っ た

ため､ 学校により参加生徒の 学年は異な る｡ 指定された

30 名が 5 回 の 講座に参加する こ とを原則 としたが ､ 指

定され た生徒の都合が悪くな っ た場合には代理の 生徒が

参加した場合 もあ っ た ｡

実施内容は表 2 に 示した通り で ､ 私たちが開発した理

科教材等を用い た実験や ､
こ れ まで に行 っ た科学啓発活

動の中で好評だ っ た もの を行っ た ｡ 事前打ち合わせ を行

う時間的な余裕がなく ､ 各講師が決めた
一

方的な内容と

ならざるを得なか っ た｡ 各講座で は理科教育 コ ー

ス の学

部生や大学院生が毎回 4 名補助学生 (T A) と し て準備

や指導にあた っ た｡

連携校と大学は車で 30 分 ほ ど で あるが , 公共交通機

関を使うと 1 時間以上かか るため ､ 生徒が大学 へ 移動す

るた めにバ ス を借り上げた ｡ 生徒は自分たち の 中学校に

集合し､ バ ス は各学校を回 っ て 大学まで来た ｡

参加生徒の理科に対する関心度をア ンケ
ー

ト調査した

と こ ろ, 7 割の 生徒は理科や数学を好きと回答 しており､

ほぼ全員が実験や観察が好きだとして い た ｡ 将来､ 理 工

系 へ の進学や就職を考えて い る生徒は少なか っ たが ､ 約

6 割が進路に つ い て は未定であっ た ｡

毎回 ､ 終了後には授業内容につ い て ア ン ケ ー ト調査し

た｡ 生徒らは毎回熱心に取り組んで お り､ ほ とん どの生

徒が面白か っ たと感 じ､ 実施内容を理解で きた と回答し

て いた ｡ しか し, 内容 の 難易度評価につ いてはやや散ら

ばりが見られ た｡ 5 回 の 実験で は内容的に つ ながりがな

いため単発的に終わる こ とも懸念され たが ､ 毎回 の 実験
･

観察を楽しみに して い たよう で ､ は と んど の生徒が再度

参加した い と回答して い た ｡

また ､ 毎回 の 実験の 記録や資料をフ ァ イルするた め の

ワ
ー

クノ
ー

トを準備し, 終了後は提出して もら い , 講師

が点検した ｡
こ れ をみ る限り､ 生徒は実験を楽しん で い

るだけ で ､ 授業として とらえ て い る意識は低い と感 じら

れた｡ 引率指導教員か らは ､ 予備知識がなく て も取り組

める実験を用意して くれた点は良か っ た が, 全体 の ま と

め の レポ ー トを提出させた り､ 生徒に今後や りた い こ と

を聞いた りしては どうか と の指摘を受けた｡

月 に 1 回 の講座を 5 回開催 したが ､ ク ラブ活動と重な

り参加で きな い 生徒もあ り､ また 3 年 生は 3 学期になる

と受験の関係で 参加で きなか っ た｡ 参加生徒がす べ て の

実験を体験で きる こ とを前提とした計画で あ っ た ため ､

こ の講座では学年指定な どを考える べ き で あ っ た か もし

れな い ｡

s p p 事業 の 連携講座は､ 連携プロ グラム に関わ る学

校の教員との十分な協議に基づき実施する こ とで , 学校

の 教育活動に活かすもの と位置づけられ て い る｡ 今 回実

施した講座につ い て は ,
これ ま で に理科教育講座として

取り組ん で きた理科啓発活動と同様 にとらえ ､ 連携先と

した学校の教員と十分な協議の な い まま企画した｡ すな

わち, s p p 事業 の 内容と中学校の カリキ ュ ラム と の 整合

性を十分に吟味しな い まま行 っ たため に, 私たちが これ

ま で に行 っ て きた大学教員による啓発活動と大きな差が

表 2 . ｢ 探求
一

中学生科学教室｣ ( 平成 16 年度) の 講座内容

回数 実施 日 講 座 名 称 内 容

1 9 月 2 3 日 科学 マ ジ ッ ク . 実験
物理 分野○ 形 状記憶合金 を用 い て 開発 した 風車模型や ､

バ ネの 復 元を 利用 して

傾斜を 上 る コ ー ヒ ー

カ ンな ど を活用 して ､ 楽 しみ なが ら運動の 法則性 を学 ぶo

2 1 0 月 2 3 日 石 か ら水 を作 ろ う
化学分野○ 水の 重要性 を講義 した 後､ 地 球上 の 水 が 地球 に微惑 星 が 衝突 した 熱

に よ り 鉱物が加熱 され て 発生 した とい う 説 を検証す る実験 を行う○

3 1 1 月 2 0 日 ザリ ガ ニ の 心拍数測定
生物学分野○ ザリ ガ ニ を用 い て ､ そ の 心 拍数 に 関する実験 を行 う. JL 指数が 成

長過程や環境 で ど の よ う に変化する か ､ 生 理 的 な法則性 に つ い て 学ぶo

4 12 月 1 8 日
地形 模型 の 作 成に よ る , 料 環境分 野○ 斜面崩壊 に つ い て 生 徒が 実感 を も つ て 理 解す る こ と を目的 と して ､

面崩壊災害 の 実態把握 地形模型を作成 し､ 斜面崩壊の 前後の 地形 の 変化 と被害状況 につ い て 学ぶ○

5 1 月 2 2 日
岩石 . 鉱物 . 化石 の 世界 を

の ぞく

地学分野o 世 界各地か ら産 し た数 百 種の 岩石 ､ 鉱物 ､ 化石 の 実物標本を 五 感 を

総動員 し つ つ ､ 肉眼や ル ー ペ で 観察 し､ そ れ ら の 特徴 を知 る と と も に , そ れ ら

が い か に生成 した か考 え る○
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サイ エ ン ス ･ パ
ー トナ ー

シ ッ プ
･ プロ ジ ェ ク トによる中大連携活動の 実施と課題

なく ､ S P P の 目的で ある学校の 教育活動 へ の貢献と いう

点で ､ 問題を残した o

2 . 平成 1 7 年度
3)

平成 16 年度 の 連携中学校か ら, 1 7 年度も引き続き実

施して ほし い と い う要望 もあり , 早い 時期から担当教員

と企画協議を行な っ た｡ 最大の 問題点とし て指摘された

のは , 開催日程で あ っ た｡ 中学生に と っ て土曜日はクラ

ブ活動 と重な る こ とが多く ､
1 6 年度 の ような日程で は,

全て に参加するこ とが困難な生徒もい る｡ そ の ため ､ 実

施は夏期休暇中とし､ 中学校で は実施しにく い自然体験

の内容を含める こ と とした ｡

内容とし て は, 今 回 も物理 ､ 化学､ 生物, 地学の す べ

て の分野 を学習して もらう講座とする こ とを基本にプラ

ン を立てた ｡ 連携校の担当教員と協議した結果､ 担当講

師とな る 5 名の理科教育講座の 教員の研究分野 と三重大

学が海に近い と こ ろにある と い う立地条件を生か し て ､

生物 ･ 地学 ･ 環境を主体 とした自然体験型の講座を 1 泊

2 日 (8 月 5 - 6 日) の 日程 で 行 い , 物理 ･ 化学に つ い

て は他 の 1 日 (8 月 2 6 日) を あ て る こ ととした｡ ま た､

学外 の教員 2 名に も担当講師として 加わ っ た｡

実施テ ー マ
､ お よびそ の 内容を表 3 , 4 に示 した｡ 8 月

5 - 6 日 に は､ 1) 津市町屋 海岸 ( 三重大学キャ ン パ ス

か ら徒歩約 1 5 分 の 砂浜) , お よび志登茂川河口 の 汽水

域にお ける動物相と環境に つ い て の 調査､ 2) 伊勢湾に

生息する主 な動物で ある貝類 に つ い て の学習, 3) 当日

が新月 で ある こ とか ら天体観測の 実施を予定 した ｡ 1 日

目には ､ 4 つ の テ ー

マ を設定 した ｡ 最後に行う天体観測

の終了時刻は午後 1 0 時 となるため ､ 大学付近にある研

修施設に宿泊する こ ととした｡ 2 日 目の ｢ 干潟 の環境調

査｣ で は､ 志登茂川 の 河 口 を調査地点とした ｡ 大学か ら

約 3k m の 距離で あるが , 経路は堤防沿い で 交通量 も多

く危険で あ るた め, バ ス を借り上げて移動した｡ な お ,

8 月 26 日 に は､ 午前に物理 の 実験, 午後に化学の 実験

を行う こ ととした ｡

夏休み に海の 近くで宿泊もしなが ら勉強できると い う

こ と もあり , 参加希望者はか なり増加した ようだ｡ 参

加生徒の 8 割が理科 ･ 数学を好き で , 実験
･

観察も約 8

割が好き と回答 して い た｡ こ の 講座には ､ 理科好きで ､

実験や 観察 を した い 生徒が参加 して い る と思 っ て い た

が ､ 実験 ･ 観察が好きか と い う問い に対し て ､ ｢ ど ち ら

とも い え な い｣ や ｢ 嫌 い｣ と 回答した生徒が 16 % も い

た ｡ 理 工系 へ の進学や就職を考えて い な い 生徒も多か っ

た が ､ あ え て そ の ような 生徒を参加 させ た学校 もあ っ

た ｡ あ ま り理科好きで な い 生徒に とっ て理科に関心をも

つ き っ か けになる可能性 もあるか もしれな い とい う意図

があ っ た ようだ｡

1 泊 2 日 で 行 っ た授業の中で ､ ほ とん どの 生徒は熱JL

に取り組ん でお り, 授業を面白い と感じ, また参加した

い と思 っ て い た｡ 特 に野外で の 採集をともな っ た ｢ 貝 の

分類と同定｣ や ｢干潟の 環境調査｣ に つ い て は楽しん で

い た ようだ｡ しか し, ｢ 二 枚貝の 体の しくみ｣ と し て行 っ

た 二 枚貝の解剖に つ い て は抵抗感をも つ 生徒が いた ｡

引率指導教員からは , 干潟や砂浜で の実習は炎天下で

表 3 . ｢ ジ ュ ニ ア ･ サ イ エ ンス in シ
ー

サ イ ド ･ キ ャ ンパ ス｣ ( 平成 1 7 年度) の 講座内容(l)

実施 日 時 間 講座名称 内 容

8 月 5 日

9 :0 0 - 1 2 :0 0 伊勢湾 を貝か ら考え る
地学分野○ 大学近く の 町屋 海岸 の 打上 げ貝類 を採集 . 同定 する こ と に よ り ､

現在 の 伊勢湾の 環境 ( 水深 ､ 底質 ､ 海洋気候) を推定す るo

1 3 :0 0 - 1 5 : 0 0 貝 の 分類 と 同定
生物学分野 ○ 海岸 に 生息す る 貝 を 採集 し､ こ れ ら の 分類 して伊勢湾沿岸 に生

息す る代表的な貝類 に つ い て学 ぶ と と も に , 貝類 の 標本作製を行 う○

1 5 :0 0 - 1 7 : 0 0 二 枚貝 の 体 の しく み
生物学分野 o 二 枚貝 の 行 動実験 . 観察､ お よ び解剖実習 を行 い ､

二 枚貝 の 体

の しく み や ､ 二 枚貝 の も つ 浄化作用に つ い て 学ぶ ○

1 9 :3 0 - 2 2 : 0 0 夏 の 星座観測

天文分野○ 星 座早見盤 を自作 し､ そ れ を も と に夏 の 星座 の 観測 を行 う o ま た ,

流 星群 の 時期 と新 月 が 重な る好条件で あ る た め , 流星観測 もあ わ せ て行 い ､

様 々 な 天 体 に対す る興味を養う ○

8 月 6 日

9 :0 0 - 1 2 :0 0 干潟 の 環境調 査
環境分野o 双 眼鏡 に よ る鳥類の 観察や , 枠取 り法 に よ る干潟の 底生動物の 調

査 に より ､ 干潟 の 果 た して い る 環境上 の 機能 を学ぶ o

1 3 :0 0 - 1 6 : 0 0 貝 の 初期発生
生物学分野○ 二 枚 貝の 初期発生に つ い て 経時的 に観察する と と もに ､ 初期発

生 の プレパ ラ ー

ト作成 を行 う○ こ れ に よ り発生 の しく み を 学ぶ o

表 4 . ｢ ジ ュ ニ ア
･

サ イ エ ン スi n シ
-

サ イ ド ･

キ ャ ンパ ス｣ (平成 17 年 度) の 講座内容 (2)

実施 日 時 間 講座名称 内 容

8 月 2 6 日

9 :0 0 - 1 2 :0 0 科学 マ ジ ッ ク
. 実験

物 理 分野○ 形 状記憶合金 を用 い て 開発 した 風車模型 や , バ ネ の 復元 を 利用

して 傾斜 を 上 る コ ー

ヒ
ー

カ ンな どを 活用 して ､ 楽 し み な が ら 運動 の 法則性

を学ぶ o

1 3 :0 0 - 1 6 : 0 0
色 の 変 化 で 化学反 応 を 化学発光や炎色反応, 色の 変化 を伴 う反応 な ど､ 視 覚に 訴え る反応を通 して

み る 化学反応 の お も し ろ さ や 多様性を学ぶ o
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後藤太
一

郎
･

本 田 裕
･ 新居淳 二 ･ 荻原 彰

･

伊藤信成
･

西 岡正泰

あ っ たに もかかわ らず, あ ま り理科を好き で な い 生徒も

含め ､ ほ と ん どの 生徒が熱心に取り組んで い た こ とから､

三重大学の 立地を活か し､

①野外実習を中心とした目的はおおむね達成で きた

②理科に興味を持 っ て い る生徒に対し て平素の授業では

で きな い 学習活動が可能とな っ た

⑨身近な科学に対する興味関心を深め る上 で大 い に効果

が認められた

な ど高い評価を受けた ｡

ま た, 純粋に理科に興味の ある以外の 生徒もあえて参

加させたた め､ や や周囲に迷惑をか ける面もあ っ た が,

こ の よ うな生徒にと っ て は良い 経験とな っ た と認識して

いた ｡

しか し､ 日程や扱 っ た内容がかなり過密で あ っ た こ と

や ､ また , 複数 の学校間での 生徒の 交流とい う目的が必

ずしも達成で きなか っ た こ とな どの 指摘も受けた ｡ 内容

は ､ 生徒 の ペ ー

ス に合わせ て進めた と考え て い るが ､ 炎

天下 で の実習に加えて､ 実験室に空調設備が整 っ て い な

か っ た こ とか ら ､ も う少 し余裕 をも っ た計画 にす べ き

だ っ た か もしれな い ｡ ま た､ 実験 の グル ー プ を自由にし

たため ､ 各校､ 各学年の 仲間同士だけで グル
ー プを作り,

個別に活動を行う結果とな っ た｡ 学校間の 交流が進むよ

うな企画に つ い て も準備段階で検討する必要性があ っ た

と反省して い る｡

別の 日程 で行 っ た物理 と化学の実験で は , 都合が悪く

な っ た生徒が いたため に､ 欠席や別の 生徒に交代するな

ど, 参加者は 2 4 名で あ っ た ｡
こ れ ら の 授業 に つ い て は

す べ て の 生徒か ら好評で あ っ た ｡ そ の理由として ､ 内容

が良か っ た とい う こ と以外に, 理科好きでな い 生徒が不

参加で あ っ た ため とも考え られ る｡

1 日 の 間､ 集中力を持続するこ とは中学生に とっ て は

困難な面もあ っ た か もしれな いが ､ 中学校で 教え られな

い体験や実験が で きる意義は大きい ｡ 参加した生徒は ,

次 も来た い と楽しみ にして い た ｡

3 . 平成 1 8 年度

平成 1 6 , 1 7 年度 に実施して 痛感 した こ とは ､ 複数の

学校と同時に連携する こ とは準備段階で難 しい こ と, ま

た, 3 0 名前後の 生徒の 日程を調整 して ､ 欠席な く､ 継

続した課外活動を行う こ とは非常に困難である こ とだっ

た｡ また , 事前 ･ 事後 の指導を行い 中学校での 授業と深

く結び つ ける こ とにより, 意義 の ある活動 となる こ とが

明らか とな っ て きた｡ そ こ で ､ 実施可能な連携先は ､ 大

学か ら比較的近くにある中学校で , 大学教員や中学生が

行き来しやすい こ とが必要条件とな っ た｡ 折 しも, 平成

1 7 年度か ら三重大学教育学部は津市
一

身 田校区 と の連

携協力事業を開始 した こ ともあ り､ 津市立
一

身田中学校

を S P P 事業 の連携先とし て ､
1 名の 理科教員 (以下担当

教員) と担当講師の 代表者が実施計画 に つ い て検討をは

じめた ｡

平成 18 年度 の S P P 事業から ､ 申請段階で 私た ち の考

え て い る こ とを含め る こ とが必要とな っ た こ とは､ 実施

に向け て の励み とな っ た ｡ 申請時に必要な項目は ､

①計画段階で ､ 学校の 教育活動に位置づけるために ､ ど

の ような事前学習 ･ 事後学習等が行われ る のか ､ また ,

取組 の成果を学校の 教育活動に生かすために､ どの よ

うな活動が行われ る のか

②企画の内容の 評価や ､ 効果 (興味 ･ 関心 の 喚起, 知的

探究心の 育成等) の 評価をどの ように行うか

と い う点である ｡

担当教員との 事前の 打ち合わせ に基づき ､ 担当教員が

受け持 っ て い る 2 年生 の ｢選択理科｣ ( 受講人数､ 2 4 名)

の授業の学習支援とな る活動プロ グラムを企画した｡ こ

の ｢ 選択理科｣ の 中心テ
ー マ が ｢ 身の 回 り の自然の理解｣

と い う こ と で あ っ た た め､ 平成 1 7 年度 と､ 同様に三 重

大学付近の 自然環境を生か した実験テ
ー

マ を設定し､ 次

の よう に企画した ｡

① 5 名の 講師が三重大学付近の 自然環境を生か した 5 つ

の実験 ･ 調査テ
ー

マ を設定 (生物､ 環境, 化学､ 地学､

天文)

②受講者全員を対象とした 5 つ の テ ー マ の 事前指導

③受講者は 4 -5 名 の グル ー プに分かれ て 希望の テ ー マ を

選択

④各講師は夏休み中に 3 日間実験を レポ ー ト作成も含め

て指導

⑤ 2 学期には事後指導とし て 講座で行 っ た実験の 発表
･

討論会を実施

5 つ の テ ー

マ に共通 し て い る点は, 三重大学が伊勢

湾に面して い る こ とか ら海岸や河 口を フ ィ
ー ル ド とした

学習に適した環境にある ことを生か した内容である (義

5) ｡ 生徒が科学的に地域の特色を学び､ 選択理科で の 学

習テ
ー

マ に つ い て 深く学習する機会 となる こ とを期待

した ｡

対象が選択理科の 受講生とい う こ とであ っ たが ､ 必ず

しも理科を好きな生徒ばか り で なく､ 事前指導で講義を

した時には ､ 意欲 の 低 い 生徒もみられ た｡ 5 名 の講師に

よる事前指導の 後､ 生徒は 1 つ の 実験テ
ー

マ を選択して

グル ー

プ に分かれた ｡ 担当教員はグル
ー

プ分けの 調整を

行 っ た ｡

夏休み中の 実験実施日には生徒は大学まで自転車で来

たが , 実験で河口 ヘ 移動が必要な場合には ､ 近距離では

あるが レ ンタカ ー を借り上げて 利用した ｡ 実施日 に都合

の悪く な り来なか っ た生徒が 4 名 い た｡ ま た , あ るグ

ル ー

プ で は 2 日 目か ら来な くな っ た生徒が 2 名い たため､

3 日 間を通して参加 した の は 1 8 名 で あ っ た ｡
こ れ ら の

生徒は , 理科や数学を好きで あり ､ 実験や観察も好きで
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サ イ エ ン ス ･ パ ー トナ
ー

シ ッ プ ･ プロ ジ ェ ク トに よる中大連携活動の 実施と課題

表 5 . ｢ ジ ュ ニ ア ･ サ イ エ ンス in シ ー サ イ ド ･ キ ャ ンパ ス｣ ( 平成 18 年度) の 講座内容

グル ー プ 実施 日 講座名称 内 容

A 7 月 2 4 - 2 6 日

甲 殻類を 用 い

た循環系の 観

察 と実験

1 日目 : 1 学 期の 授業 の 中で , 事前学習 と して 多様な動物 の 体 の つ く り に つ い て概 説

し た 上 で ､ 動物の 循 環系 に つ い て 甲殻類 を 用 い て 観察 と実験 を行 うo こ の 目 は ､ ザ

リ ガ ニ を 用 い て , 心 臓の 位 置 と血 管系 の 観察 を行 い ､ 心 拍数が 体 の サ イ ズや 水温 に

よ り変化す る こ とを 実験 に よ り調 べ る o

2 日目 : 三 重大学近く に あ る 海岸や河 口 で 数種の カ ニ を採集 し､ そ れ ら の 心 拍数 を測

定す るo 体の サ イ ズや 種間で の 比較 と と も に ､ 干潟で 生 息す る カ ニ に つ い て は ､ 海水

中 の 場合 と陸上 に い る 場合 につ い て 比 較す るo 生 徒に は ､ 前 目 の ザ リガ ニ を用 い た 実

験か らの 予 想と, 結果 の 考察 を して も ら う○

B 7 月 2 4 - 2 6 日
海水及び河 川

1 目 目 : 1 学期の 授業 の 中で､ 事 前学習 と して 海水や河川水中に溶け て い る物質 とそ

の 由来 につ い て 概説 した 上 で ､ 実際 に溶存物質 を取り出 した り , 主 な 成分 に つ い て 定

量 分析 を行 つ た り する o こ の 目 は ､ 大学近 く の 海岸 と河 川 の 数 カ所 で 水 を採取する o

採取 した 海水 を煮詰め て 食塩や にが り を取 り だ し､ ま た , 海水 と河川 水中に含 ま れ る

水 の 溶存成分

の 分析

成分濃度の 測定 を行 い 比較検討す る○

2 日 目 : 前 日 に採取 した 水に つ い て ､ 塩化物 イ オ ンな ど自然由来の 成分 と､ ア ン モ ニ

ア 性窒素な どの 人 為由来の 成分 と をそ れ ぞ れ 定量分析 し､ 採水地点 の 違 い に よ る そ れ

らの 濃度の 相違 に つ い て 考察す る○

C 7 月 2 4 - 2 6 日
自然災害 と防

1 日 目: 校区 内外 の 土 地 の 様子 (地形 ､ 地盤な ど) につ い て ､ 1 :2 5
,
0 0 0 土 地条件図 ｢津｣

な ど を も と に ､ 事前 に 学習 し た こ と を受 け ､ 校区 内 を タ ウ ン ウ オ ッ チ ング し な が ら ､

地震や 台風な どに よ つ て 自然災害が起 こ つ た 場合の 危険 と思 わ れ る箇所や ､ 過 去の 自

然災害 (昭和 3 4 年伊 勢湾台風 ､ 昭 和 49 年志 登茂川水害) の 痕跡な どが な い か 調 査 し,

結果を 地図上 に記入 して 行く o

災
2 日 目 : 1 日目 に作成 し た校 区 内の 災害危険マ ッ プ を も と に , も し も自分 が被災者 に

な つ た 場合､ 1 ) ど こ ヘ ､ どの よ う に避難する か ､ 2 ) 避難所 は ど の よ う に 運営す べ

きか ､ 3 ) 災害仮設住宅 はどこ に作 る ベ き か な ど､ 安全安心の 町づ く り の 観点 も含め ､

全員で 討論するo ま た 各自 の 意見 はで き る 限り ､ 災害危険箇所 マ ッ プ上 に記入 ､ 反映

させ ､ 結果 として 防災 マ ッ プが 作成 され る よ う に するo

D
7 月 2 7

,
2 8 日 ,

河川 の 景観

1 日目 : まず､ 河川 景観 の 観察 と して ､ 三 重 大学の 近く に あ る 志登茂川河 口 域 か ら 中

流域 にか けて ､ 景観の 観察 . 記録 を行 うo そ して ､
K J 法 な ど を使 つ て ､ 望 ま し い 河

川 景観を考え, い く つ か の 地点 の 景観 に つ い て 改善案を考え る o

8 月 1 日
2 日 目 : 河川 生態､ 河川 防災､ 志登茂川 の 歴史景観 の 3 点に つ い て ､ そ れ ぞれ 1 時間

半程度学習 し､ そ れ らの 学習 を も と に, 前日 考え た 改善案 を吟味 して 改善案 を改訂す

るo

E
7 月 27

,
2 8 日

,

8 月 1 日

月 と 地球 の 関

係

1 日目 : 1 学期の 授業 の 中で ､ 事前学習 と して 地球 と 月 の 関係 に つ い て 概説 し､ 身近

な 現象で あ る潮の 干満が 月 に よ つ て 発生 し て い る こ と
,
潮汐 の 大 き さ と月 まで の 距離

には 密接な関係が あ る こ と を理 解 して も らう o こ の 日 は ､ 潮 の 満ち 引き が 月 の 引力に

よ つ て 発生 す る こ とを 理 解す る た め に ､ 簡単な 実験装置 を 工作 し､ 潮汐力 の 強 さ と海

水面の 変化量 を調べ る o また ､ 夜 間に 月 の 観測 を行 い ､ 月 が 星 の 間 を移動 して い る こ

と を確認するo

2 日 目 : 前 日 に取得 し た 月 の デ
ー

タ を 用い て 月 まで の 距離 を計算する . 計算の 際 に地

球 の 半径の 情報が 必 要 とな る た め ､ こ の 目 は , ま ず G P S を 用 い た 経度 . 緯度 測定 を

行 う こ とで ､ 地球 半径 の 推定 を行 う○ 以上 の 結果 を も と に ､ 月 まで の 距 離を 推定 し､

高精度計測で得られ て い る 結果 と比較 . 考察を して も ら う○

各グル ー プ ( A - E ) 共通

3 日 目 : 2 日間に 行つ た 実験 の ま と め と して ､ 生徒 に ポス タ ー (A 3 用紙) を作 成 し

て も ら うo こ の 過程で ､ 生 徒が 研究成果の ま とめ 方や ､ ポス タ ー 作成 の 基礎 を 身に 付

け る こ とが 期待 され る o 作成 した ポス タ ー

を用 い て 2 学 期の 授業で は生徒 に よ る研究

発表 . 討論を 行うo

あ っ た｡ 理系に進学した い と考え て い る生徒も5 名い た｡

結果と して は , 理科を好きな生徒だけが参加した こ とに

な っ た ようだ｡

生徒は熱心に取り組んでお り､ ア ン ケ ー ト調査か らは

す べ て の 生徒が面白い と思 っ て おり､ 実験内容も約 9 割

の 生徒は理解 し､ 半数が知りた い こ とを自分で調 べ よう

と思うようにな っ た と回答して い た｡ し か し､ 担当講師

によ っ て は生徒が実験を面白い と思 っ て い たと いう感触

がなく, 担当教員も生徒にと っ て あまり面白くな い と思

う もの もあ っ た と, 生徒とは異なる反応がみられた ｡ 生

徒の 学力レ ベル には大きな差があり, 真剣に取り組んで

い たグル
ー

プと､ 生徒 の意識が低い ため に授業が成立し

な い グル
ー

プ もあ っ た ようだ｡ こ れ は ､ 事前指導の 段階

で も危倶され た こと で あ っ た｡

担当教員か らは, 今 回 の取り組み を生徒が喜ん で いた

こ とか ら, 今後 の 理科の 学習に対する興味関心が高まり､

そ れ は s p p に 参加 し て い な い 生徒 にも良い影響が あ る

だろう と い う感想で あ っ た｡ 特 に, 実験レポ
ー ト の作成
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後藤太
一

郎 ･ 本 田 裕 ･ 新居淳 二 ･

荻原 彰
･ 伊藤信成 ･ 西 岡正泰

の 経験をした こ とは ､ 今後に生かせ ると評価された ｡

しか し､ 多く の 問題があ る こ とも指摘された ｡ そ の中

で 最も大きな こ とは ､ 打ち合わせ段階で実験内容の十分

な検討がなされな い まま実施された も のが あ っ た こ とで

ある ｡ 担 当教員に対して 実験の意図を十分に説明して 理

解して もらう こ とは ､
｢ 選択理科｣ の 授業の

一

環 として

行う上 で必須の ことで あるが, 不十分な点があ っ た ようだ｡

ま た､ T A が 生徒 の様子を見て 積極的に関わ っ た実験

グル ー プで は ､ 生徒 の満足度が高か っ たが ､ 講師 の指示

だけを待 つ ような T A が い た こ とも指摘された ｡
T A の 中

には ､ こ れ ま で に中学生に対する指導経験の な い学生も

いたが , 経験 の ある T A を採用するな どの 配慮が必要で

ある ｡

研究成果は A 3 用紙 1 枚 の ポス タ ー に ま とめ るよう に

して作成した ｡
こ れ は ､ そ の まま事後指導で の発表会で

の 資料として 用 い る こ とが で きる｡ ま た, 学校 の理科室

に掲示するこ とで ､ 参加し て い な い 生徒に対する啓発に

もなる と いう意図が あ っ た ｡ ポス タ ー を完成させ , 保存

用にラミネ ー ト加工 を施したが ､ そ の きれ い な出来映え

と成果を形 に残した こ とに生徒全員が喜んで い た｡

事後指導としては ､ 各グル
ー プが活動の 中で作成した

研究レポ
ー ト をもとに発表

･

討論会を行い , 研究成果を

受講者全員で 共有するこ とを主な 目的とし て い た｡ 発表

会には s p p に関わ っ た連携機関の 関係者以外に , 津市､

お よび三重県教育委員会の方々 ､ 数名に参加 して頂く計

画で あ っ た ｡
しか し, 今回 の取り組みは完結 したも の と

は認め難く , 広く示すには時期尚早で あると判断し､ 参

加者は担当講師､ 担当教員､ お よび中学校長に限 っ た｡

生徒発表の 準備や 指導は, 2 学期 の 授業中に担当教員

により行われる予定であ っ た が , 実験に不参加だ っ た者

が多か っ た ために実施で きず､ 時間外に少し準備 しただ

けにな っ た ようであ る｡ 生徒な りに努力したようではあ

るが, 各グル
ー プが行 っ た実験成果を共有すると い う当

初の 目的は､ 残念なが ら達成で きなか っ た｡

今後の 課題

生徒が理科の 学習意欲を高め るため に, 中学生 の段階

で大学の研究室を活用しなが ら授業内容に結びつ い た実

験を体験する こ とは重要である ｡ 単発的な科学啓発活動

だけでなく, 理科 の 学習支援とな る活動を中学校と連携

して 構築する必要性を感 じ, 中学校 と s p p 教育連携講

座を開始 して 3 年間実施した ｡
こ の 間, 反省点をもとに

毎回実施形態を修正 して きた ｡

い ずれ の場合で も､ 参加した生徒は ､
こ の体験活動を

面白い と思 い , ま た参加した い と い う反応が多い ことか

ら
､ 生徒 の興味関心を高める機会にはな っ て い る の だろ

う
｡
しか し, 担 当講師か ら見ると､ 授業を受ける姿勢に

乏しい 生徒や ､ 平成 18 年度に行 っ た事後指導にお ける

発表会で明らかにな っ た よう に､ 取 り組み 内容に つ い て

十分理解で き て い な い 生徒も見られ た｡ ま た､ 他 の用事

と重なる こ とで 安易に欠席するなど､ こ の活動に対す る

意識が低い生徒も多か っ た ｡

授業 の中に位置づ ける こ と で ､ 受講生徒全員が参加す

る ことにな っ た が ､ そ の中にはあまり理科を好き で な い

生徒も含まれ て い る｡ こ れ自体は問題で はな い が , 実験

に不参加の 生徒が平成 18 年度には 1/ 4 もあ っ た こ とか

ら, 担当講師か らは実施に関して 問題との 声があ っ た ｡

今後は､ こ の よ うな実態を踏まえ ､ 大学と中学校の 担

当教員間で ､
S P P 事業に ど の ような 教育効果が あ るか ,

また年間指導計画等の 中にど の ように位置づけ､ 通常の

教科指導とど の ように統合し, 調和を保 っ て い けばよ い

か ､ さ ら には欠席した生徒の評価の 取り扱い な どに つ い

て 認識を共有するこ とが必要で ある ｡

また､ 連携校の 中で連携する科目が理科だけの 単独の

教科の 場合､ 他教科の教員から実施に つ い て 理解を得に

く い事情もあるだろう ｡ こ の こ とが担当教員の 負担 と

な っ て い る可能性もある｡ しか し､ 平成 18 年度 の場合,

連携校とは, 他 の教科にお い て も連携が進展し つ つ あ る

こ とから､ 教師間で連携の意識が変わ り､ 積極的な活動

が展開される こ とが期待される ｡ 今後は理科の 授業の 中

で の 定着した支援は どうある べ きか ､

一

層の 検討を重ね

た い ｡

国立大学の独立大学法人化以降, 大学 の地域責献は確

実に進展し つ つ あ るも の の , 大学と連携先の 間で , 時 に

意識のずれが見られる ｡ S P P 事業 を価値ある もの として

成功させるには, 連携する学校の 担当教員との 密接な連

絡体制の構築が最大の課題で ある こ とが ､ 他大学の取り

組み で も指摘され て い る-
i)
o 大学 と初等

･

中等教育との

効果的な連携はどうある べ きか に つ い て は, 全国的にも

模索の段階にあり､ 三重大学教育学部理科教育講座の取

り組みが
一

つ の モデル となるよう , さ ら なる努力を積み

重ねて行きた い ｡
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